
　エイディーディーのドライアイスレス輸送を実現した超低温氷
は、マイナス120度Cという超低温領域を長時間にわたって保持
できる。ドライアイスを使用しない超低温輸送を可能にする技術
として大手物流会社が着目。実証実験を繰り返して性能を確認
しており、品質保持や輸送コスト低減で期待が高まっている。
　マイナス120度Cで冷却可能な冷蔵庫の製造で培った超低温技術を核に開発した。凝固点がマイナス
100度C付近にあるアルコール類など独自の原材料を添加した保冷剤を活用し、長時間の超低温状態を可
能にした。
　新型コロナウイルスのワクチン接種に伴う輸送に向けて素早く対応したことで、一気に注目を集めた。マ
イナス60度C以下の状態を30時間保ち、円滑なワクチン輸送に貢献できる結果を証明した。
　今後期待が高まるのは鮮魚などの超低温輸送での活用だ。同社によると、ドライアイスの年間使用量は
国内で35万トンという。ドライアイスの使用量を減らすことで、冷凍車の導入など初期投資が不要となり、
物流会社にとってはコスト低減が図れる。また、二酸化炭素（CO2）を排出しないため、カーボンニュート
ラル（温室効果ガス排出量実質ゼロ）にも貢献する。
　これまでにヤマト運輸に保冷剤として年間4000個を納入するなど採用実績を重ねている。さらに、空輸
向けなどへの展開を目指している。
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